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● ● 

 「豪雨！低温！日照不足！１８年産のお米の作柄の行方は・・？？」 
 

◎やっと、梅雨明けしました。全国的に９～１３日遅れたそうです。 

◎梅雨明けが遅くて困るのは、なんと言っても日照不足。稲作における日照不足の懸念事項はいもち病です。 

農水省によると、２５日現在で葉いもち・穂いもち注意報が出ているのは、関東を中心に１３県で、例年の２、３倍です。 

 

日照不足がお米そのものに与える影響は？  

太陽の光を受けて、植物は水と二酸化炭素から自分のエネルギー源や体を構成する物質を作り出します。 

日照不足だとこの働きが弱まるため、お米では「乳白米」というお米が増えてしまいます。 

この乳白米というのはお米の主成分であるデンプンがつまりきらなかったことによって細胞内に空気の隙間ができ、 

光が乱反射することによってお米が白っぽく見えてしまう現象だそうです。 
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各地の産地の話しによると、生育が遅れており、１８年産の収量は、今後の天候次第だと言っています。 

平成５年産の凶作による米パニックは、記憶にあると思います。また、平成１５年産の不作は記憶に新しいことと思います。 

平成１５年産の米パニックの時には、情報が右往左往しましたが、結果としてお米が余ってしまいました。 

今年産の予想も、作況指数（平年作）は１００を下回ると新聞では報道されていますが、買えなくなるほどの不作ではないのです。農Ｓ生産者

会員によれば、まず、大丈夫と言っています。 

農Ｓ生産者会員との交流、情報交換を行い、産地とのパイプを持ち、その生の情報をお客様に伝えていくことを今のうちから行っていくこと

で、貴店のお客様の信頼を得られ、喜んでいただけることになるのではないでしょうか。 

農Ｓは、産地の情報を発信し、皆様のお役に立てるよう取り組みを目指しています。 

農Ｓは、買う側、食べる側が、農Ｓの米生産者と交流していることを提案し、直接、産地を紹介していきます。相性のあった

産地と結びつくことを切望します。 

１８年産水稲の各産地の方のお話（８月３日時点） 
-------------------------------------------------------------
●（北海道）ＪＡ道央では：６～７日遅れている。通常

は、そろそろ穂がでるが、まだ出てこない。 
作況指数は１００または９９か。 
●（茨城）ＪＡやさとでは：６～７日遅れている。通常

の稲刈りは９月上旬だが、今年は中旬になりそう。 
●（福島）鈴木さん談：６～７日遅れている。穂の数

が少ないが、これからの日照次第で、実が少々大き

くなことも。収量は平年並みになることを期待する。

●（富山）ＪＡ高岡では：２～３日遅れている。通常は

８月７日頃穂が出るが、１０日頃になりそう。 
平年並みか少々下回るかも。 


